
議員氏名：古谷 健司 

議案番号：請願第３号 

案 件 名：住宅宿泊事業（民泊）における家主不在型民泊の規制・運用強化を求める請願 

討論内容： 

請願第３号「住宅宿泊事業（民泊）における家主不在型民泊の規制・運用強化を求める請願」に対

し、賛成の立場から討論いたします。 

住宅宿泊事業法、民泊法に基づく民泊の増加は、町の空き家対策、観光客、宿泊客の増加を見込む

ことができる点で評価できます。 

しかし、家主不在民泊は、地域の平穏や良好なコミュニティを侵す要因となり得る危険性をはら

んでいます。 

そのような観点から、２、家主不在型民泊における周辺住民への事前説明と適切な運用の整備、

特に適正化マニュアルの策定は、まさにこれから家主不在民泊が増える時点でぜひ策定してもらい

たい。 

３、トラブル発生時における実効的な現地対応体制の強化、４、既存の家主不在民泊における住

民トラブルの防止策の徹底は大賛成でありますし、大変必要なことであります。 

ごみ出しや騒音、治安の不安というトラブルが日常化することは許せません。 

ただし、１、特定の住居専用地域における家主不在型民泊の区域、期間制限の実施については、厳

格な区域制限を設けるよう強く働きかけることは大変難しいことであります。 

よって、第一種・第二種低層住居専用地域等に民泊を設置されることは容認せざるを得ないこと

なのかもしれません。 

しかし、請願項目の２、３、４を徹底してもらいたいという思いを込めて賛成いたします。以上で

す。 


